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周辺環境が文化財に及ぼす影響評価とその対策に関する研究（①修01-08-3/5）

目　　的

屋外に位置する美術工芸品、文化財建造物等は、周辺環境の変化が大きな劣化要因となる。本研究では、

周辺環境が文化財に及ぼす影響を評価し、予測手法の確立や新たな保存修復技法や材料の開発を目的とす

る。また、石造文化財の保存修復に関して韓国・国立文化財研究所との共同研究を行う。詳細には双方で対

象を設け（日本側：臼杵磨崖仏（大分県臼杵市）、韓国側：雲住寺）、現地観測や修復材料の試験などを行う。

概　　要

石造文化財や木造建造物など屋外に位置する文化財について、周辺環境の観測を行った。また、その結果

に基づいて劣化要因を解明し、その影響を軽減する方法および修復材料・技法の開発・評価を試みた。

　今年度の主な成果は次の通りである。

⑴　臼杵磨崖仏では今後の修復事業のために、劣化機構の把握を目的とした気象や岩体水分などの長期連

続観測を実施している。平成20年度は、臼杵磨崖仏古園石仏群、ホキ石仏第二群第一龕、熊野磨崖仏大日

如来像を対象に、殺菌灯照射による着生生物のクリーニング施工および評価を実施した。また、ホキ石仏

第二群の凍結破砕防止策として寒冷時の覆屋閉鎖実験を継続した。

⑵　木造建造物の腐朽に関して富貴寺大堂（豊後高田市）を対象に周辺環境調査を継続し、腐朽菌や藍藻類

の生息分布と周辺環境の関係について把握を行った。

⑶　今年度の大韓民国・国立文化財研究所との共同研究は、2008（平成20）年11月６日、国立文化財研究所

講堂にて研究発表会を開催した。また2009年２月には、臼杵磨崖仏（日本）および雲住寺（韓国）に両国

の研究者が集合し、寒冷時の石材凍結およびその周辺環境に関する調査を共同で実施した。
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